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１ 深刻な現状 

 人は誰でも「尊厳ある生き方」をする権利があります。しかし現実には認知症や知的障害などの要因

で、社会で生きていく上での十分な判断が出来ず、厳しい生き方を強いられている人たちが数多くいま

す。超高齢社会を迎える現在、高齢者の５人に１人が認知症を抱えていると言われています。また、身寄

りがなく一人暮らしをしている認知症高齢者の増加は深刻な社会問題となっています。 

２ 成年後見制度 

 このように十分な判断が出来ず、生き辛さを抱えている人たちの

権利や財産を守り生活を支援するため、平成 12 年に介護保険制度

とともに「成年後見制度」が誕生しました。この制度の下、認知症

高齢者や障害をもった人たちの生きる権利や生活を守るため、「後見

人」と呼ばれる人たち（家庭裁判所が選任します）が、財産管理や

生活を支援する身上保護などの業務にあたります。この制度における「後見」とは平たくいうと「困って

いる人、弱っている人の後ろ楯となり支える」ということです。 

３ 市民後見人 

 この成年後見制度を必要とする認知症高齢者や障害をもった人たちは全国で約 700 万人とも言われ

ています。しかし実際に後見人がついている人はごくわずかに過ぎません。職業として後見人となってい

る弁護士、司法書士、社会福祉士などの専門家の数もまだまだ少数です。 

 こうしたことを背景に誕生したのが「市民後見人」です。市民後見人とは、後見活動に必要な一定の知

識を得た、社会貢献への意欲の高い普通の市民が活動する人を指します。しかし現状では市民後見人の数

も絶対的に足りていません。欧米諸国では成年後見制度がわが国とは比較にならないほど普及しており、

特に進んでいるドイツでは市民後見人のことを「名誉職世話人」（ドイツでは成年世話人
．．．

制度という）と

よび、多くの一般市民が後見活動を行っています。 

 国も市民後見人を育成することが社会的急務という判断から、平成

23 年に老人福祉法を改正して市町村に市民後見人を育成するための

努力規定を新設し（32条の 2）、また平成 28年 4 月には「成年後見

制度の利用の促進に関する法律」が国会で成立しました。この法律は、

その理念のうちの一つとして、「国や地方公共団体はその責務として市

民後見人の育成を目指す」としています。 



４ 「市民後見人の会」 

 Ａ 実践活動 

私たちは平成 18年 11月に任意団体「市民後見人の会」

として誕生し、平成 20年 2 月に法人登記をしNPO法人と

して活動を始めました。発足当初より、我が国での成年後見

推進の先駆けとして知られる品川成年後見センター（品川区

社会福祉協議会）とタッグを組んで活動を進めてきました。                      

私たちは、「人に寄り添いその人の生活を支える」という理

念のもと、後見業務を実際に行う「実践活動」を何よりも重

視してきました。これまで５４名の方たちに対する後見活動

を行い（令和５年 1月現在）、一定の評価も得て内閣府の『平成 24年度 高齢社会白書』にも私たち

の活動が紹介されています。 

 Ｂ 広報活動・養成講座 

 成年後見制度を多くの人たちに知ってもらうため、品川区主催の各種イベントや町会の集まり等に積

極的に参加し、ビデオ上映等の広報活動を行っています。 

 また普及活動として、更には新しい仲間たちを募るため毎年、市民後見人養成講座を主催し、これまで

の受講生は 5５０名を超えています。 

 Ｃ 業務指導委員会 

 私たちの後見活動を検証するため、成年後見に詳しい外部の専門家（弁護士、司法書士、社会福祉士他）

の方たちと業務指導委員会を毎年定期的に開き、活動に対する意見及びアドバイスを頂き、会としての質

の向上を図っています。 

５ 私たちの会へのお誘い 

 私たちの会は NPO 法人として成年後見を家庭裁判所から受任し、実際の後見活動は二人ひと組（新人

と経験者）で行い、それをNPO として支えます。後見という活動は責任ある大事な仕事ですが、チーム

として進めるため安心して取り組むことが出来ます。また、後見担

当者同士が集まりスキルアップ、情報交換のための勉強会を定期的

に行っています。 

 今まで会社人生を送られてきた方たちや、時間に余裕ができた方

たちをはじめ多くの方たちが「有意義で生き生きとしたシニア人生」

を送るためにも、私たち「市民後見人の会」に参加され、ともに活

動されることを期待します。 

なお、私たちの会に参加され実践活動を行うには、原則として本会主催の市民後見人養成講座を受けて

頂く必要があります。 
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